




水道障害の原因にもなり得るアオコと呼ばれる植物プランクトンが、毎年発生してい

ます。特に平成21年度は、カビ臭を発生させるアナベナという種類が発生しました。

一庫ダムでは、水質保全設備である浅層曝気設備や深層曝気設備を運転し、水質保全

に努めました。また併せて、放流設備である選択取水設備で、下流河川に配慮した水

温及びアオコの密度が極めて低い水深を適確に選択し放流しました。また兵庫県企業

、 。庁多田浄水場の適確な運用が行われたことによって 水道障害は発生しませんでした

現在一庫ダムでは、管理特定業務積立金を活用し、浅層曝気設備を増設することを

計画しています 「管理特定業務積立金」とは、治水交付金や利水負担金等の通常管。

理費ではなく、水資源機構独自の財源です。浅層曝気を増設し、今後数年かけてアオ

コの発生抑制の実証実験を行いながら水質保全対策を積極的に行う予定です。

最後になりましたが、京都府営水道事務所乙訓浄水場の皆様におかれましては、お

忙しい中施設の説明、案内をしていただき、誠にありがとうございました。この場を

お借りして御礼申し上げます。

◇ 関西支社中津川管理室の管理業務について

中津川管理室室長代理 二井正広

「 」関西支社中津川管理室

は 「正蓮寺川利水事業」、

によって建設した「正蓮

寺川分水施設」と「工業

用水導水施設」を管理し

ている事務所で、大阪の

中心である梅田より西に

約 の淀川左岸堤防3.0km
沿いにあります。

事務所周辺は、建設当

時多数あった工場は移転

し、跡地には高層マンシ

ョンが建ち並び都市住宅

街に変貌しています。

「正蓮寺川利水事業」は

水需要の逼迫する阪神地

域の緊急利水事業として

昭和 年に計画されたも(高見機場付近航空写真） 41



ので 中津川を埋め立て 中津川の河川維持用水 を都市用水に転用 水、 、 （8.5m3/s
道用水、工業用水併せて 団体が利用）するために「正蓮寺川分水施設」と12
「工業用水導水施設」を建設したものです。

このうち「正蓮寺川分水施設」は、淀川左岸に設置した高見機場より、中津

川の埋め立てにより閉鎖水域となる正蓮寺川と六軒家川へ淀川から最大

の河川水を導水する施設であるとともに、台風等の高潮時には正蓮寺22.0m3/s
川と六軒家川の内水を淀川に排水するための排水施設でもあります。

「工業用水導水施設」は、中津川の埋め立てにより工業用水を取水出来なくな

る工場に対して新たに導水路を設置して工業用水を供給する施設です。

「正蓮寺川分水施設」の主要施設である高見機場は、淀川の下流に位置し、淀

川の水が感潮水（海水）であるために、様々な貝類が付着することと、上流か

ら流れて来るゴミ対策に苦慮しており、その対策についての取り組みを紹介し

ます。

１．貝類の付着対策

高見機場は、カワヒ

バリガイ等の貝の付着

が多いことから、ゲー

トの開閉機能を維持す

るために、定期的にゲ

ートを昇降させて貝の

付着軽減を図っていま

すが、付着が多いとき

はゲートが開閉出来な

。くなる場合があります

このため、ゲートや水（機場水槽内の貝の付着と土砂堆積状況）

槽のコンクリート表面には、貝が付着しないように特殊な塗装を行っていま

す。

また、冬期には、ポンプ運転を停止して、機場の水槽に溜まった土砂や貝類

の除去工事及びポンプ、ゲート、除塵機の維持整備工事を実施しています。



２．ゴミ対策

高見機場付近の淀川

は、川の生物と海の生

物が同居しており、ス

ズキ・ボラ・ウナギ等

。が多数生息しています

これらの生物に混じ

って毎年春と秋には多

数のクラゲが発生しま

す。

クラゲはほとんどが

ミズクラゲで、近年日

本海で異常発生するエ

チゼンクラゲは見られ

ません。（除塵機ホッパーから溢れ出たクラゲ）

このクラゲが大量に発

生すると除塵用スクリーンに大量に引っ掛かるため、ポンプ運転が出来なくな

ることもあります。

また、異常発生により除塵機ホッパー（除塵したゴミ等を溜めておく施設）

から溢れ出て、ホッパー周辺や隣接する下水処理場までクラゲが溢れ出て、周

辺がクラゲだらけになったこともあります。

高見機場は、上流から流

れて来る大量のゴミ対策に

も苦慮しています。 左の

写真は、昨年１０月の台風

１８号の洪水後のゴミの撤

去状況の写真です。

ゴミはほとんどがヨシの

枯れ草とウォーターレタス

であり、ペットボトル等の

生活ゴミも混じっていまし

た。

（淀川の水面）



これらのゴミにより取

水施設のスクリーンが詰

まって、取水障害を引き

起こすため、職員が出動

して漂着したゴミを撤去

します。

台風１８号のゴミの撤

去には延べ４日間実施

し、慣れない力仕事のた

め、疲労困憊のあまり、

歯茎が腫れた職員も出た

ほどでした。（取水施設に漂着したゴミの撤去状況）

高見機場は、このように貝類の付着や上流からのゴミ等に苦慮しているとこ

ろですが、ポンプ運転に支障がないように適切に対処していく所存です。

、 、 、また 高見機場の屋上は 地上２階の建物の屋上であるため見晴らしもよく

施設や周辺地域の説明資料を整備しており、施設見学を希望される方がありま

したら案内させていただきますので、よろしくお願いします。



水のいのち・雨◇

関西支社総務部 青山政広

合唱の経験のある人なら、誰でもご存知と云うべき曲で、合唱界でのスタンダード

である「水のいのち」という合唱組曲をご紹介します。合唱組曲「水のいのち」は全

部で 曲。それぞれは「雨 「水たまり 「川 「海 「海よ」という題名を持ちます。5 」 」 」 」

全体は地上に雨が降り、水たまりができてそこから川となって下流へ下り、海へとそ

そぎ込み、ひとしきりよどんだあと、再び天へ上っていくという具合に、水の大循環

を題材にしていますが、私たちの人類の億年の昔から続けられている生の営みと重な

り、個々の小さな人間がそれぞれ生まれ、思い思いの生き方をして、最後にはまた同

じところに帰り着き、そしてまた繰り返されるという非常に雄大で、哲学的雰囲気を

持ったものとなっています。名古屋市生まれの作曲家高田三郎（ ～2000）が詩1913

人であり数学者である高野喜久雄（ ～2006）の詩に曲を付け、 からの委嘱1927 TBS

作品として 年に発表されたものです 、それから 年近く経ちますが、当初は1964 50。

混声合唱で歌われていましたが、女声合唱曲や男性合唱曲にも編曲されていろいろな

合唱団が常にどこかで歌っているのではないかと思われる、美しい曲です。

「水のいのち」の最終曲「海よ」

ありとある 芥 したから上へ

よごれ 疲れ果てた水 まこと 下から上へ

受け容れて 雲は

すべて 受け容れて 白い雲は降りしきる

常に新しくよみがえる

海の 不可思議 おお 海よ

たえまない 始まりよ

休みない 汀 あふれるに みえて

波の指 白い指 くりかえし あふれる ことはなく

うまず くりかえし 終わるかに みえて

億の砂 億の小石を 終わる こともなく

数えつづける 億年も むかしも いまも

海の不可思議 そなたは

いつも 始まりだ

くらげは 海の月

ひとでは うみの星 のぼれ のぼりゆけ

そして 深く暗い 海の底では そなたは 水のいのちよ



たとえ 己の重さに

逆らいきれず

雲となり

また ふたたび降るとしても

のぼれ のぼりゆけ

みえない つばさ

いちずな つばさ あるかぎり

のぼれ のぼりゆけ

おお

この詩に曲が付きこの合唱を一度聞くと、もうそれはこの曲のとりことなること

請合います。

もう一曲 合唱界の小椋 佳といわれる多田武彦（１９３０生）の男声合唱組曲

「雨」をご紹介します。京都大学を卒業後銀行に入り、音楽が好きで特に合唱が好き

で、業務の傍ら作曲活動を行い、数多くの合唱曲を作曲しており、男声合唱に関係す

る人からは「タダタケ」の愛称で親しまれています。東京の大学のグリークラブから

、 、 、 「 」委嘱され 詩人伊藤整 大木淳夫 八木重吉らの詩６編に曲を付け男声合唱組曲 雨

として１９６７年に発表されました 「雨の来る前 「武蔵野の雨 「雨の日の遊動円。 」 」

木 「雨 雨 「雨の日に見る 「雨」の６曲で構成されており、その６曲のそれぞれ」 」 」

が雨の日の情景や雨の降り方などが雨の大事さ、天然の恵みと合わさり、人間の孤独

感や悲哀感などが一緒に表現され、私たちに一種の癒しを与えてくれていると思いま

す。第６曲目の「雨」は「タダタケ」曰く「私の臨終における鎮魂曲として、私の心

の奥深く刻み込まれてしまった 」というほどの名曲で、トップテナーのソロにあこ。

がれて男声合唱を始めた人もおられるくらいです。

「雨」第 曲「雨」 作詞八木重吉6

雨のおとが きこえる

雨がふっていたのだ。

あのおとのように そっと世のために

はたらいていよう。

雨があがるように、静かに死んでいこう。

これもアカペラの男声合唱を代表するすばらしい曲で一度お聴きになることをお奨

めします。

以上、四季を持つ日本は昔から四季折々の雨が降り、これを体感している私たちの



周りには、水や雨に関するいろい

ろな詩や歌があります。私たちの

仕事は水や雨との係わり合いが

深く、水や雨に関する詩や歌を知

れば知るほど私たちの仕事に潤い

が出てくるような気がします。地

球にある水のうち私たちが淡水と

して利用できる水は全体の０．８

。％ 程度であるといわれています

そして我が国の年間降雨量は６,

０００億ｍ３といわれ、世界でも

水資源に恵まれた国の一つです。

この恵みの雨を利用して私たちの

生活があります。そして四季があり、季節により異なった雨が降り、その中ですばら

しい歌や曲が生まれ、私たちの生活を豊かにしてくれています。

◇ 業務改善に向けたアンケートの実施について

関西支社 利水者サービス課長 武田 浩一

水資源機構では、業務運営の改善を目的に、水資源開発公団が水資源機構に移行し

た平成 年度から毎年、すべての利水者の皆様（関係都府県の企画部局等を含む ）15 。

に対してアンケートを実施しています。

このアンケートは、当機構の職員の仕事ぶりを、業務全般、皆様への対応（応対マ

ナーや対応の迅速性など 、情報提供・説明責任（説明の時期や内容など 、技術（施） ）

設建設や水質保全など 、コスト縮減の取り組み（建設事業および管理業務のコスト）

縮減）の項目について５段階で評価していただき、一部の項目については具体的なご

意見を記載していただく様式になっています。

アンケートの結果は、水機構全体で集約し傾向を分析し、職員はもとより、アンケ

ートにご協力いただいた利水者の皆様にもお示ししています。また、各支社・局にお

いては、アンケート結果をもとに業務の改善方針をとりまとめ、定期的にフォローア

ップしているところです。なお、アンケート結果は主務省の独立行政法人評価委員会

での評価資料の一部とさせていただいています。

私どもの関西支社においては、厳しい評価をいただいた項目について、職員間での

議論を踏まえて対応方針を作成し、管内のすべての職員にその内容を説明した上で、

職員が一丸となって皆様のご理解が得られるよう業務改善に努めているところです。

平成２１年度のアンケートは、水機構全体で合計 団体に対して依頼しており、173
平成２２年 月末を目途に集約する予定で、関西支社管内では、昨年末から新年にか1



けまして、関西支社の総務部長、利水者サービス課長、各事務所の所長が、利水者の

皆様（関係府県の企画部局等を含む２５団体）のところにお伺いし、アンケートの依

頼をさせていただきました。利水者の皆様からいただいたご回答につきましては、職

員が出向いて、ご意見を直接お聞きすることにしています。大変お忙しいところ誠に

恐縮ですが、よろしくご協力の程お願い申しあげます。

編集後記◇

新しい年になり、思いも新たに、なにかいいことのある一年にしていきたいもので

す。この水レター「びわ湖・よど川」も今年で 年目に入り、だいぶ皆さんの目にな3
じんできたのではないかと思います。編集委員一同、内容を少しでもよりよいものに

していくようにがんばりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。

今回は大阪府水道部の吉田部長様より投稿いただきました。琵琶湖の水位と大阪城

の天守閣の高さがどうして同じであるのか、また大阪城をダイハンジョウと読む話は

大変興味深いものでした。また、昨年秋に木津川上流ダム群を施設見学された大阪府

水道部職員の方から次のようなご意見を頂いております。

「・・・川がおだやかに流れている、水害がおこらないなど、当たり前かのように思

っている裏には皆様の毎日毎日24時間のご尽力があるということを感じました。本当

に有意義な一日でした。ありがとうございました 」。

「・・・台風18号襲来時には記録的な降雨により３ダム連携のもと放流量を調節した

結果、名張市を洪水の危機から救ったことを聞き、その裏側での緻密なダム操作判断

など短時間で困難な決断を下されたことも併せて感動を受けました 」。

「今回特に10月8日の名張市集中豪雨での洪水調節の話は感動ものでした 」。

私たちの日頃の苦労が吹き飛ぶ、励みとなる温かい感想を頂いたことに改めて感謝申

し上げます。

クイズです。大阪では自転車のハンドルに、傘をたてる器具がついているのをよく

見かけますがこれの正式な名前はなんというでしょうか。答えは後のほうで！

大阪府内の自転車保有率は 人あたり０．８台で、都道府県別で全国でトップだと1
いうことです。さすが大阪です。この不況時にエコロジーの最先端を行き、少しでも

節約しようという人が多いのではないかと思われます。水機構でもコスト削減は一番

の課題です。ダム管理や建設においてもいろいろな場面でエコを感じるアタマで業務

を楽しく進めて参りたいと思います。答えは「さすべえ」でした。

水レター「びわ湖・よど川」に対して、ご要望、ご意見等がございましたら、

下記アドレスまでご連絡下さい （耳寄りな情報もお待ちしています ）。 。

mailto:w-kansai@msg.biglobe.ne.jp

http://www.water.go.jp/kansai/kansai/index.html水資源機構関西支社ホームページ




